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 研究方法は前向き観察方法を用いた。研究対象は A 診療所または B 助産院で正常
分娩し、承諾を得られた初産婦 10 名と、助産実践能力習熟段階レベルⅢ（以下、ク
リニカルラダーのレベルⅢとする）の認証を受けている助産師 10 名とした。調査期















対象者 10 組（助産師 10 名、母親 10 名）、10 事例から「母親が必要としている支
援」が成し遂げられていた 15 場面を分析し、助産ケア技術の特徴を明らかにした。





























































































                                                
北里大学大学院看護学研究科  
 
